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│
│
日
本
人
旅
行
者
の
見
た
イ
タ
リ
ア
（
３
）
│
│

真

銅

正

宏

馬
郡
沙
河
子

馬
郡
沙
河
子
『
欧
羅
巴
女
一
人
旅
』（
朝
日
書
房
、
一
九
三
二
年
）
と
い
う
書
が
あ
る
。
昭
和
の
初
年
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
、
二
〇
代

の
女
性
が
た
っ
た
一
人
で
旅
行
す
る
こ
と
が
、
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
暗
に
示
す
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

同
書
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
ナ
ー
ニ
、
英
国
へ
、

貴
女
お
一
人
で
？

而
も
シ
ベ
リ
ヤ
経
由
で
？

屈
強
の
男
子
方
で
さ
へ
お
連
れ
を
さ
が
し
て
船
で
行
か
れ
る
の
に
貴
女
の
様
に
未
だ
お
若
い
お
嬢
さ
ん
が
単
身
シ
ベ
リ
ヤ
を
通
つ
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て
外
国
へ
乗
込
む
な
ん
て
、
ヘ
ー
イ
」

と
之
こ
そ
忘
れ
も
せ
ぬ
八
月
の
或
日
私
が
旅
券
下
附
願
を
郷
里
の
県
庁
へ
差
出
し
た
時
係
の
お
役
人
か
ら
ジ
ロ
リ
と
穴
の
空
く
程

見
詰
め
ら
れ
て
頂
い
た
言
葉
、
其
上
に
「
マ
ア
こ
の
驚
い
た
お
転
婆
娘
が
！
」
と
云
は
ぬ
許
り
の
顔
付
で
あ
る
。

同
書
に
は
こ
の
他
に
も
、
女
一
人
旅
で
あ
る
こ
と
か
ら
来
る
特
別
の
視
線
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
こ
れ
に
対
す
る
意
見
と
が
数
多
く
書
か

れ
て
い
る
。
文
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
き
は
シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
を
選
ん
だ
が
、
こ
の
シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
も
、
女
性
に
は
危
険
を
伴
う
も
の

と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
女
性
の
西
洋
訪
問
者
は
、
確
か
に
少
な
か
っ
た
。

馬
郡
沙
河
子
は
、
作
中
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
市
内
某
病
院
長
令
嬢
、
此
度
、
英
文
学
研
究
の
た
め
渡
英
」
と
紹
介
さ
れ
る
人
物
で
あ

る
。彼

女
の
女
性
解
放
の
視
線
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
「
は
し
が
き
」
に
も
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。

太
陽
の
如
く
輝
や
か
し
か
る
可
き
女
性
が
、
日
本
に
於
て
は
余
り
に
不
自
由
な
、
余
り
に
束
縛
多
い
生
活
の
中
に
閉
ぢ
込
め
ら
れ

て
ゐ
る
。（
略
）

翻
つ
て
欧
米
婦
人
の
生
活
は
？

そ
れ
は
真
に
自
己
を
生
か
し
自
由
を
喜
び
人
生
を
楽
し
ん
で
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
私
は
陷
々
書

物
で
映
画
で
講
演
で
座
談
で
、
外
国
婦
人
達
の
束
縛
の
な
い
明
る
い
生
々
と
し
た
生
活
断
片
を
知
つ
た
。
併
し
「
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
」
で
あ
る
。（
略
）
け
れ
ど
女
一
人
で
海
外
に
一
歩
足
を
踏
み
出
す
事
の
事
実
は
な
か
�
�
空
想
す
る
程
容
易
で
な
く
、
無
謀

に
等
し
い
位
思
ひ
切
つ
た
冒
険
で
あ
る
。
而
し
幸
に
理
解
深
い
父
は
旅
費
全
部
を
心
よ
く
与
へ
、
門
出
を
喜
こ
ん
で
呉
れ
た
事
は
私

女
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一
生
の
感
謝
で
あ
る
。

か
弱
い
廿
代
の
娘
が
単
身
シ
ベ
リ
ヤ
の
荒
野
を
通
り
、
西
の
涯
に
旅
す
る
事
は
涙
ぐ
ま
し
く
も
悲
壮
の
感
が
あ
る
が
、
私
の
決
心

は
強
か
つ
た
。

こ
こ
に
は
、『
青
鞜
』
創
刊
号
（
一
九
一
一
年
九
月
）
の
平
塚
ら
い
て
う
の
「
元
始
、
女
性
は
実
に
太
陽
で
あ
つ
た
。」
と
い
う
言
葉
が

遠
く
影
を
落
と
し
て
い
る
。
い
わ
ば
そ
れ
を
西
洋
に
お
い
て
実
際
に
見
聞
し
よ
う
と
す
る
体
験
な
の
で
あ
る
。

同
書
の
イ
タ
リ
ア
関
係
の
目
次
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ナ
ポ
リ
の
港

イ
タ
リ
ー
学
生
気
質

馬
郡
は
、
帰
り
は
イ
ギ
リ
ス
の
リ
バ
プ
ー
ル
に
あ
る
「
ロ
ー
ヤ
ル
ド
ツ
ク
」
か
ら
船
路
を
採
っ
た
。
船
中
で
は
ク
ー
パ
ー
夫
妻
と
宣
教

師
の
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
と
い
う
人
物
と
親
し
く
な
り
、
船
で
立
ち
寄
っ
た
ナ
ポ
リ
で
も
共
に
市
中
の
見
物
を
し
て
い
る
。
ナ
ポ
リ
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

人
口
約
九
十
万
、
海
岸
だ
け
に
気
持
よ
さ
そ
う
な
都
会
、
歴
史
に
は
あ
の
大
戦
当
時
日
本
の
将
士
達
が
そ
の
勇
壮
で
欧
洲
の
聯
合

艦
隊
を
驚
か
せ
た
所
、
又
八
阪
丸
遭
難
の
場
所
と
し
て
も
感
慨
無
量
で
あ
る
。
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こ
れ
が
彼
女
の
、
そ
し
て
こ
の
時
点
で
の
日
本
人
の
ナ
ポ
リ
の
印
象
で
あ
っ
た
。

ナ
ポ
リ
に
お
い
て
は
、
遠
く
に
ヴ
ェ
ス
ビ
ア
ス
火
山
を
見
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
な
見
物
を
行
っ
た
。

噴
火
口
や
ポ
ン
ペ
イ
の
廃
墟
は
、
又
の
日
の
見
物
と
し
て
一
行
は
ナ
ポ
リ
の
博
物
館
へ
自
動
車
を
走
ら
せ
た
。
其
処
に
は
等
身
大
の

彫
刻
が
い
く
つ
と
な
く
並
べ
て
あ
つ
て
、
ど
れ
も
之
も
有
名
な
イ
タ
リ
ー
大
理
石
像
で
実
に
見
事
な
も
の
で
あ
つ
た
。
私
は
日
本
人

を
モ
デ
ル
と
し
た
彫
刻
に
は
ど
う
も
感
心
出
来
な
い
の
で
飽
か
ず
眺
め
た
。

こ
う
し
て
、「
美
く
し
い
イ
タ
リ
ー
美
人
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
さ
れ
る
「
豊
麗
な
曲
線
美
、
な
だ
ら
か
な
丸
み
」
に

目
を
見
張
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
女
性
モ
デ
ル
に
対
し
て
の
女
性
な
ら
で
は
の
視
線
を
見
る
の
は
穿
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

「
車
の
中
か
ら
眺
め
る
ポ
ン
ペ
イ
市
中
は
衛
生
が
行
き
届
か
ず
、
不
具
者
多
く
絵
葉
書
を
売
る
商
人
の
顔
も
づ
る
さ
う
で
「
イ
タ
リ
ー

に
は
世
界
中
一
番
泥
棒
が
多
い
」
と
の
言
葉
が
思
ひ
出
さ
れ
る
、
黒
シ
ヤ
ツ
隊
や
警
官
の
服
装
も
い
か
め
し
い
。」
と
、
こ
の
時
代
特
有

の
黒
シ
ャ
ツ
党
の
青
年
た
ち
を
も
眺
め
な
が
ら
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
何
か
で
得
た
知
識
に
よ
る
や
や
偏
見
に
満
ち
た
視
線
も
見
せ
て
い

る
。
一
人
旅
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
周
到
な
準
備
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
点
、
大
学
の
様
子
を
見
学
し
て
、
日
本
と
の
相
違
を
強
く
見
て
取
っ
て
い
る
点
に
も
、
当
時
の
女
性
ら
し
い
視
線
が
認
め
ら
れ

る
。

教
師
と
学
生
と
は
大
変
親
し
く
、
ま
る
で
親
友
の
や
う
に
し
て
芝
居
の
話
や
音
楽
の
話
し
に
耽
る
。
美
術
学
校
で
も
他
の
専
門
学

女
性
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校
で
も
、
大
学
で
も
、
す
べ
て
男
女
共
学
で
あ
る
か
ら
多
少
の
ロ
マ
ン
ス
は
あ
つ
て
も
決
し
て
お
芝
居
向
き
の
筋
に
は
な
ら
な
い
。

学
生
間
で
は
殆
ど
結
婚
し
た
例
の
な
い
の
を
見
て
も
明
か
で
あ
る
。
互
に
唄
ひ
互
に
論
戦
し
て
も
交
際
が
乱
れ
る
や
う
な
事
は
な

い
。
彼
女
達
は
生
存
の
意
義
を
よ
く
わ
き
ま
へ
結
婚
を
重
大
に
考
へ
て
ゐ
る
。

最
後
の
一
文
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
や
は
り
彼
女
に
と
っ
て
は
、
女
子
学
生
に
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
一
人
旅
の
例
は
む
し
ろ
稀
で
、
誰
か
と
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
た
例
は
、
ま
だ
し
も
見
ら
れ
る
。
与

謝
野
晶
子
が
与
謝
野
寛
を
追
い
か
け
て
パ
リ
に
出
か
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
例
の
う
ち
、
女
性
が
そ

の
見
聞
記
を
書
い
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。

市

河

晴

子

市
河
三
喜
・
晴
子
『
欧
米
の
隅
々
』（
研
究
社
、
一
九
三
三
年
）
は
、
英
語
学
者
市
河
三
喜
夫
妻
の
海
外
見
聞
記
で
あ
る
。
夫
妻
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
銀
行
家
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ー
ン
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
カ
ー
ン
海
外
旅
行
財
団
か
ら
資
金
を
得
て
欧
米
旅
行
に
で
か
け
た
。

一
九
三
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
市
河
三
喜
執
筆
の
「
は
し
が
き
」
に
よ
る
と
、
二
人
は
次
の
よ
う
な
役
割
分
担
を
し
て
い
る
。

自
分
は
主
と
し
て
ベ
ー
デ
カ
ー
其
他
の
案
内
記
を
読
ん
で
次
の
日
の
行
程
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
最
も
有
効
に
一
日
を
費
す
こ
と

を
計
画
す
る
、
妻
は
宿
に
帰
つ
て
か
ら
、
一
日
中
に
見
聞
し
た
事
件
を
細
大
漏
さ
ず
書
記
す
。
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市
河
三
喜
の
筆
に
な
る
「
旅
程
と
感
想
」
に
よ
る
と
、
二
人
は
一
九
三
一
年
三
月
に
日
本
を
出
発
し
、
八
月
三
〇
日
に
は
イ
タ
リ
ア
に

入
り
、「
ミ
ラ
ン
」
に
宿
泊
し
た
。
九
月
一
日
、「
ジ
ェ
ノ
ア
」
か
ら
「
コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
沿
っ
て
「
モ
ナ
コ
」
に
至
り
、
こ
こ

か
ら
戻
り
、
翌
二
日
に
「
ピ
ー
ザ
」
か
ら
「
フ
ロ
レ
ン
ス
」
に
行
き
、
こ
こ
で
四
日
間
滞
在
し
、「
フ
ィ
エ
ソ
レ
」
を
経
て
「
ロ
ー
マ
」

（
゛
「
ワ
テ
ィ
カ
ン
」）
で
五
日
間
滞
在
し
、
一
一
日
に
「
ナ
ポ
リ
」（「
ベ
ス
ビ
オ
」、「
カ
プ
リ
」）
に
移
っ
て
い
る
。
次
い
で
「
ア
シ
ジ
」

に
一
泊
し
、「
ベ
ニ
ス
」
を
経
て
、
九
月
一
六
日
に
イ
タ
リ
ア
を
去
っ
て
い
る
。

晴
子
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
の
詳
し
い
見
聞
記
は
、「
中
欧
諸
国
と
イ
タ
リ
ー
」
の
章
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
イ
タ
リ
ア
の
目

次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
、
フ
ア
ツ
シ
ヨ
の
国

六
、
永
遠
の
都
ロ
ー
マ

七
、
ナ
ポ
リ
か
ら
ベ
ニ
ス
ま
で

や
や
奇
妙
で
あ
る
の
は
、「
九
月
二
日
、
イ
タ
リ
ー
に
向
っ
て
出
発
す
る
」
と
、
三
喜
の
記
述
と
日
付
が
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

さ
て
、
彼
等
も
ま
た
、
ス
イ
ス
か
ら
、「
シ
ン
プ
ロ
ン
」
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
ミ
ラ
ノ
に
入
っ
た
。「
南
の
国
へ
来
た
」「
フ
ア
ッ
シ

ヨ
の
国
へ
来
た
」
と
第
一
印
象
を
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
の
三
喜
の
記
述
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

旅
行
者
の
眼
に
映
ず
る
フ
ァ
ツ
シ
ヨ
党
の
勢
力
は
甚
だ
顕
著
に
し
て
、
各
市
町
の
街
頭
に
其
数
非
常
に
多
く
、
到
処
に
フ
ァ
ツ
シ

女
性
の
視
線

― ６ ―



ヨ
の
記
号
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
肖
像
を
掲
げ
（
略
）、
プ
ラ
ッ
ト
フ
オ
ー
ム
、
列
車
内
の
警
戒
、
憲
兵
軍
隊
の
警
備
等
、
戒
厳
令
時

の
如
く
物
々
し
き
上
に
、
列
車
内
に
は
フ
ァ
ツ
シ
ヨ
党
が
乗
込
み
、（
略
）

こ
の
よ
う
な
出
来
事
か
ら
、
先
の
晴
子
の
印
象
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
は
「
大
寺
前
の
広
場
に
面
し
た
ホ
テ
ル
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

ド
ー
ム
（
大
寺
）
を
見
学
し
て
外
へ
出
た
時
、
折
し
も
行
わ
れ
て
い
た
空
軍
の
示
威
運
動
に
来
合
わ
せ
、
こ
れ
を
見
学
し
て
い
る
。

「
ゼ
ノ
ア
」
で
は
、「
カ
ン
ポ
・
サ
ン
ト
」
を
見
学
し
、「
美
術
的
お
墓
展
覧
会
」「
早
く
云
ふ
と
「
お
は
か
見
」」
で
あ
る
と
書
く
。
墓

の
彫
刻
の
美
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
墓
地
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
墓
地
、
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
で
も
お
馴
染
み
の
も
の
で
、

こ
れ
ら
の
見
学
記
に
は
永
井
荷
風
の
『
ふ
ら
ん
す
物
語
』（
博
文
館
、
一
九
〇
八
年
三
月
刊
行
予
定
、
発
売
頒
布
禁
止
）
に
収
め
ら
れ
た

「
墓
詣
」
が
あ
る
が
、
晴
子
は
、
夫
の
死
を
悲
し
む
未
亡
人
の
彫
刻
を
見
て
、「
彫
刻
の
よ
さ
と
カ
ラ
ラ
大
理
石
の
艶
が
、
埃
が
か
ゝ
つ
て

も
着
物
な
ど
は
、
か
へ
つ
て
繻
子
の
や
う
に
見
え
る
美
し
さ
は
、
反
感
の
中
に
も
争
ひ
難
く
感
心
さ
せ
ら
れ
る
が
、
何
し
ろ
か
う
な
る

と
、
良
人
た
る
者
、
夫
人
の
皺
く
ち
や
に
な
ら
ぬ
前
に
死
ぬ
義
務
を
生
じ
さ
う
だ
。
悲
み
を
弄
ぶ
の
は
い
ゝ
事
で
は
無
い
」
と
非
難
も
加

え
て
い
る
。

「
ピ
サ
」
で
は
有
名
な
斜
塔
に
登
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
独
特
の
視
線
を
見
せ
て
い
る
。

た
だ
、
ク
リ
ー
ム
色
の
滑
か
な
建
築
の
狭
間
に
輝
く
、
イ
タ
リ
ー
の
初
秋
の
空
の
柔
か
な
青
い
光
が
、
其
凄
じ
か
る
べ
き
印
象
を
和

め
て
、
真
昼
の
夢
に
音
な
く
倒
れ
る
象
牙
の
塔
の
趣
な
の
を
見
出
し
て
嬉
し
い
。
さ
も
な
く
て
、
た
ゞ
建
て
損
ひ
の
ま
ゝ
五
百
年
以
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上
も
保
つ
て
ゐ
る
寺
の
畸
形
児
を
見
に
来
た
の
で
は
、
不
具
者
の
見
世
物
に
入
る
と
同
じ
低
級
な
物
好
き
で
あ
る
か
ら
。

次
に
訪
れ
た
「
フ
ロ
レ
ン
ス
」
で
は
、「
ウ
ッ
フ
ィ
チ
・
ギ
ヤ
ラ
リ
ー
」
な
ど
を
訪
れ
、
さ
ら
に
そ
の
北
方
の
古
い
町
「
フ
ィ
エ
ソ
レ
」

を
も
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
、「
ロ
ー
マ
」
に
至
り
、「
ミ
ネ
ル
バ
・
ホ
テ
ル
」
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
観
光
は
、「
ク
ッ
ク
の
遊
覧
団
体
」
に
加
わ
っ
た
。「
シ

ヤ
ラ
バ
ン
」
と
も
書
か
れ
る
こ
の
一
行
が
出
発
す
る
の
は
、「
遊
覧
自
動
車
の
発
着
所
は
バ
ル
ベ
リ
ー
ニ
広
場
の
近
く
」
だ
と
書
き
留
め

ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
現
在
の
バ
ス
・
ツ
ア
ー
の
一
行
に
加
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ツ
ア
ー
は
、「
コ
ロ
シ
ア
ム
」
か
ら
、「
パ
ラ
タ
イ
ン
の
岡
の
宮
殿
の
跡
」、「
ロ
ー
マ
ン
・
フ
オ
ー
ラ
ム
」、「
ア
ッ
ピ
ヤ
門
」
な
ど
の
名

所
を
経
て
、「
カ
タ
コ
ム
」
を
見
学
し
て
い
る
。

翌
日
に
は
、「
カ
ト
リ
ツ
ク
の
本
山
と
し
て
の
ロ
ー
マ
」
を
、「
本
山
中
の
総
本
山
セ
ン
ト
ピ
ー
タ
ー
の
大
伽
藍
」
か
ら
見
て
歩
い
て
い

る
。「
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
宮
殿
」
も
見
て
い
る
。

翌
日
の
記
述
の
冒
頭
に
は
、「
今
日
も
一
人
で
、
ク
ッ
ク
の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
行
く
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て
い
た
の
は
、
晴
子
の
み
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
、「
ロ
ー
マ
か
ら
カ
ン
パ
ニ
ヤ
の
野
を
横
切
っ
て
、
サ
ビ
ニ
の
山
に

ハ
ド
リ
ア
ン
帝
の
ル
イ
ン
を
尋
ね
る
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
こ
こ
を
見
学
し
た
際
の
感
想
が
興
味
深
い
。

私
は
巍
然
と
し
て
聳
え
る
北
欧
の
城
の
大
広
間
で
、
一
体
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
か
マ
リ
ヤ
・
テ
レ
サ
な
ん
て
方
々
に
な
る
と
、
お
し
っ
こ

は
出
な
い
も
の
か
し
ら
、
あ
の
長
い
ト
レ
ー
ン
を
引
い
て
、
ど
こ
ま
で
し
に
行
か
れ
る
の
か
と
、
幾
度
も
疑
っ
た
が
、
こ
ゝ
で
は
食
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堂
の
裏
手
に
は
、
は
ゞ
か
り
な
ん
て
消
極
的
な
物
許
り
で
な
く
、
積
極
的
に
口
か
ら
吐
く
小
部
屋
も
並
ん
で
作
っ
て
あ
り
、
上
下
に

空
に
し
た
お
腹
へ
、
又
次
の
御
馳
走
を
詰
め
る
趣
向
だ
。

と
、
あ
ま
り
上
品
で
な
い
こ
と
ま
で
し
っ
か
り
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
か
ら
ナ
ポ
リ
に
は
、「
三
時
間
二
十
分
」
で
移
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
「
青
い
海
に
カ
ス
テ
ル
・
ヌ
オ
ー
ヴ
ォ
の
古

城
」
が
つ
き
出
し
て
い
る
の
が
見
え
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
ホ
テ
ル
の
多
く
並
ん
で
い
た
、
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
に
あ
っ
た
ホ
テ

ル
に
泊
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
博
物
館
」
や
「
サ
ン
マ
ル
チ
ー
ノ
の
修
道
院
」
を
見
学
し
、
次
の
日
は
、
ヴ
ェ
ス
ビ
ア
ス
に
登
っ
て
い
る
。
や
は
り
「
ク
ツ
ク
会
社

の
ア
ブ
ト
式
電
車
」
に
乗
り
換
え
て
登
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、「
マ
カ
ロ
ニ
製
造
の
盛
ん
な
町
ト
ッ
レ
・
ア
ン
ヌ
ン
チ
ヤ
ー
タ
」
を
通
っ

て
、「
ポ
ン
ペ
ー
」
に
到
っ
た
。

翌
日
は
、
カ
プ
リ
に
出
か
け
た
が
、
波
が
高
く
、
有
名
な
青
の
洞
窟
、「
琅
�
洞
」「
ブ
リ
ュ
ー
・
グ
ロ
ッ
ト
」
の
中
に
は
入
れ
な
か
っ

た
。
代
わ
り
に
、
島
の
上
の
ア
ナ
カ
プ
リ
な
ど
を
ケ
ー
ブ
ル
で
訪
れ
て
い
る
。

翌
日
は
ロ
ー
マ
を
素
通
り
し
て
「
ア
シ
ジ
」
に
至
り
、
さ
ら
に
、
一
日
か
け
て
、
汽
車
で
ベ
ニ
ス
に
向
か
っ
た
。
そ
の
途
中
の
汽
車
の

中
で
、
こ
の
国
の
地
勢
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
抱
い
て
い
る
。
女
性
ら
し
い
意
見
か
も
知
れ
な
い
。

ム
ッ
ソ
リ
ニ
は
「
産
め
よ
増
え
よ
。
安
住
の
地
は
俺
が
引
受
け
た
。」
と
大
束
な
事
を
云
っ
て
ゐ
る
。
領
地
拡
大
で
、
又
国
と
国
が

い
が
み
合
ふ
の
か
。
そ
れ
は
、
今
更
イ
タ
リ
ー
で
事
新
し
く
感
じ
る
ま
で
も
な
い
事
だ
が
、
こ
の
男
天
下
の
国
で
特
に
思
は
せ
ら
れ

― ９ ―
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る
の
は
、
今
に
「
目
下
非
常
時
だ
か
ら
女
や
弱
い
男
は
三
分
の
一
自
殺
し
ろ
」
な
ん
て
命
令
が
出
は
し
ま
い
か
。

こ
れ
は
、
一
九
三
一
年
、
つ
ま
り
昭
和
六
年
と
い
う
年
代
を
考
え
合
わ
せ
ば
、
実
に
成
熟
し
た
意
見
と
い
え
よ
う
。

や
が
て
ベ
ニ
ス
に
着
き
、
ゴ
ン
ド
ラ
で
「
リ
ヤ
ル
ト
の
橋
」
を
く
ぐ
り
、「
グ
ラ
ン
・
キ
ャ
ナ
ル
」
を
進
み
、「
サ
ン
・
マ
ル
コ
」
に
到

り
、「
サ
ン
・
マ
ル
コ
の
お
寺
」
や
「
ド
ー
ヂ
の
パ
レ
ス
」
な
ど
を
見
学
し
た
。

晴
子
が
ま
と
め
た
イ
タ
リ
ア
は
「
ム
ッ
ソ
リ
ニ
と
マ
カ
ロ
ニ
の
国
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
記
述
の
端
々
に
、
女
性
ら
し
い
意
見
が
顔
を
出

し
て
い
る
。
例
え
ば
マ
カ
ロ
ニ
に
つ
い
て
は
、
先
に
み
た
ハ
ド
リ
ア
ン
帝
の
住
居
を
訪
れ
た
際
の
記
事
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。

食
事
は
例
の
通
り
マ
カ
ロ
ニ
だ
。
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
を
か
け
て
、
チ
ー
ズ
の
粉
を
ふ
っ
て
、
フ
ォ
ー
ク
に
巻
い
て
食
べ
る
。
口
紅
で
、

赤
い
紙
を
切
っ
て
張
り
つ
け
た
程
に
彩
色
し
た
イ
タ
リ
ー
女
が
、
小
器
用
に
水
飴
巻
く
や
う
に
フ
ォ
ー
ク
に
搦
む
。
そ
こ
ま
で
は
小

指
な
ん
か
美
し
く
曲
げ
て
、
中
々
シ
ー
ク
だ
が
、
さ
て
口
紅
を
保
護
す
る
為
に
、
パ
ク
リ
ン
と
食
べ
る
段
に
な
る
と
、
清
少
納
言
に

「
凄
じ
き
も
の
」
の
中
に
数
え
ら
れ
さ
う
な
図
だ
。

こ
れ
と
先
に
見
た
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
つ
い
て
の
意
見
と
が
、
彼
女
の
イ
タ
リ
ア
観
を
代
表
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
極
め
て
率
直
な

観
察
と
い
え
よ
う
。

や
が
て
二
人
は
、
夜
汽
車
で
ウ
ィ
ー
ン
に
向
か
っ
た
。
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深
尾
須
磨
子

深
尾
須
磨
子
は
、
一
九
三
九
年
四
月
二
二
日
、
ナ
ポ
リ
に
上
陸
し
た
。
三
度
目
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
で
、
今
回
は
日
独
伊
親
善
協
会
の

親
善
使
節
と
し
て
イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
使
命
の
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
パ
リ
を
中
心
と
し
た
二
度
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
訪
問
と
は
、
決
定
的
に
意
味
を
異
に
し
て
い
た
。

こ
の
際
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
に
つ
い
て
は
、『
旅
情
記
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
四
〇
年
）
に
詳
し
い
が
、
そ
の
「
ロ
オ
マ
便
り
」
の
章

に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

表
向
き
に
私
が
携
へ
て
来
た
数
々
の
親
善
の
使
命
と
し
て
は
、
ま
だ
パ
ウ
リ
ツ
チ
侯
に
お
会
ひ
し
て
、
高
村
光
太
郎
氏
の
詩
を
呈

上
し
た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
チ
ア
ノ
外
相
に
も
会
は
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
、
与
謝
野
晶
子
夫
人
の
献
詩
を
ダ
ヌ
ン
チ
オ
の
墓

前
に
、
北
原
白
秋
氏
の
詩
を
ヒ
ウ
ミ
氏
に
…
…
そ
れ
か
ら
、
な
ら
う
こ
と
な
ら
統
帥
ム
ツ
ソ
リ
ー
ニ
に
も
お
目
に
か
か
り
た
し
、
そ

れ
は
表
向
き
の
使
命
以
外
単
に
深
尾
須
磨
子
個
人
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
に
と
願
は
ず
に
は
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
と
お
り
、
詩
を
通
じ
て
の
親
善
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
い
う
存
在
が
、
こ
の
イ
タ
リ
ア
旅

行
を
全
面
的
に
彩
っ
て
い
た
。「
あ
な
た
が
日
本
婦
人
で
、
特
に
詩
人
だ
と
云
ふ
の
で
、
す
ぐ
に
会
ふ
こ
と
に
し
た
」（「
そ
の
前
後
」）
と

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
立
場
は
、
彼
女
の
イ
タ
リ
ア
で
の
一
貫
し
た
あ
り
方
で
も
あ
っ

―１１―

女
性
の
視
線



た
。「
日
独
伊
」
の
親
善
の
つ
も
り
が
、
こ
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
影
響
の
大
き
さ
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
訪
問
等
は
付
け
た
り
の
感
が
あ
る
ほ

ど
で
あ
る
。

深
尾
は
、
ナ
ポ
リ
か
ら
、「
超
特
急
の
快
速
列
車
」
に
乗
っ
て
、
ロ
ー
マ
に
入
っ
た
。
そ
う
し
て
一
七
日
に
は
、
チ
ア
ノ
首
相
に
面
会

し
、
使
節
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
や
が
て
、
六
月
二
日
の
夜
に
は
、「
ヴ
エ
ネ
チ
ア
宮
に
一
世
の
偉
人
の
謦
咳
に
接
す
る
こ

と
が
出
来
た
」（「
そ
の
前
後
」）。
す
な
わ
ち
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
の
面
談
が
か
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
体
験
は
大
き
く
、
深
尾
の
こ
の

当
時
の
言
説
に
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
へ
の
手
放
し
の
絶
賛
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

『
旅
情
記
』
の
目
次
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
面
に
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
フ
ァ
シ
ス
ト
の
記
事
が
登
場
す
る
の
で
あ

る
。

旅
情
記

そ
の
前
後

航
海
挿
話

大
臣
と
女
優

伊
太
利
の
女
性

伊
太
利
で
邂
つ
た
人
々

神
の
眼

光
の
を
と
め

女
性
の
視
線
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ア
ダ
・
ネ
グ
リ

伊
太
利
よ
さ
ら
ば
！

帰
著
早
々

日
本
茶
の
使
者

祖
国
の
若
き
女
性
に

旅
情
便
り

印
度
洋
か
ら

紅
海
に
て

ロ
オ
マ
便
り

独
伊
の
女
性

ベ
ル
リ
ン
に
て

シ
ー
ザ
荘
に
て

再
び
伊
太
利
よ
り

旅
情
日
記

シ
ー
ザ
日
記

シ
シ
リ
イ
小
記

本
の
終
り
に
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た
と
え
ば
「
伊
太
利
よ
さ
ら
ば
！
」
の
章
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

ロ
オ
マ
の
松
と
ロ
オ
マ
の
泉
の
名
曲
で
世
界
の
楽
界
を
唸
ら
せ
た
、
亡
き
レ
ス
ピ
ー
ギ
の
秘
蔵
弟
子
エ
ニ
オ
・
ポ
リ
ノ
が
、
私
の

作
に
な
る
ム
ツ
ソ
リ
ー
ニ
の
頌
一
篇
の
曲
を
完
成
し
た
の
も
そ
の
頃
で
あ
つ
た
。
詩
は
過
ぐ
る
六
月
、
ヴ
エ
ネ
チ
ア
宮
殿
に
ム
ツ
ソ

リ
ー
ニ
に
見
え
て
、
私
み
づ
か
ら
一
世
の
偉
人
に
捧
げ
た
も
の
。

そ
の
後
、
い
っ
た
ん
イ
タ
リ
ア
を
後
に
し
て
、
六
月
一
〇
日
の
夜
、
深
尾
は
ベ
ル
リ
ン
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
パ
リ
や
南
フ
ラ
ン
ス
を

経
て
、
再
び
イ
タ
リ
ア
に
帰
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、「
フ
オ
ル
リ
郊
外
の
ヴ
イ
ラ
・
シ
ー
ザ
」
に
ま
る
二
ヶ
月
滞

在
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ロ
ー
マ
で
、
帰
国
の
た
め
に
乗
船
す
る
筥
崎
丸
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
短
い
シ
シ
リ
イ
旅
行
に
で
か
け
、

筥
崎
丸
を
待
つ
た
め
に
一
一
月
二
三
日
に
ナ
ポ
リ
に
戻
っ
た
。
宿
は
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
に
近
い
「
ホ
テ
ル
・
エ
キ
セ
ル
シ
ヨ
ー
」
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
、「
Ｎ
・
Ｙ
・
Ｋ
」
す
な
わ
ち
日
本
郵
船
の
支
社
に
電
話
を
か
け
て
確
認
す
る
と
、
筥
崎
丸
の
出
帆
は
延
期
に
な
り
、
二
九

日
の
夜
に
出
発
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
彼
女
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
の
「
旅
情
」
の
お
お
よ
そ
で
あ
る
。
な
お
、『
旅
情
記
』
に

は
、
当
然
な
が
ら
、
こ
の
間
訪
れ
た
ベ
ル
リ
ン
な
ど
他
国
の
都
市
の
記
事
も
含
ま
れ
る
が
、
内
容
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
に
触
れ
る
場
合

が
多
い
の
で
、
先
の
目
次
に
は
す
べ
て
掲
げ
て
あ
る
。

最
初
に
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
た
際
の
記
事
に
は
、「
殆
ど
一
日
お
き
」
に
通
っ
た
「
Ｇ
・
Ｉ
・
Ｌ
」
の
フ
ァ
シ
ス
ト
の
婦
人
に
つ
い
て
の

も
の
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
ら
れ
る
。「
Ｇ
・
Ｉ
・
Ｌ
」
と
は
、G

iovenii
Italiana

L
ittorio

の
略
で
、
リ
ッ
ト
リ
オ
青
少
年
団
と
い
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う
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
団
体
の
こ
と
で
あ
る
。
次
の
引
用
は
、「
ロ
オ
マ
便
り
」
の
章
か
ら
で
あ
る
。

伊
太
利
全
国
に
は
、
Ｇ
・
Ｉ
・
Ｌ
の
建
物
と
云
ふ
半
官
的
な
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
の
設
備
が
在
つ
て
、
学
校
教
育
と
相
俟
つ
て
未
来
の

国
民
の
体
育
と
精
神
的
方
面
の
厳
格
な
陶
冶
に
当
つ
て
を
り
ま
す
が
、
そ
の
婦
人
指
導
者
は
ロ
ー
マ
か
ら
近
い
オ
ル
ヴ
イ
エ
ト
の
町

に
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
女
子
大
学
と
師
範
の
卒
業
生
が
任
ぜ
ら
れ
る
の
で
、
つ
ま
り
そ
の
指
導
者
こ
そ
は
、
現
在
伊
太
利
に
お
け
る
婦

人
の
理
想
の
型
と
も
云
ふ
べ
く
、
し
か
も
彼
女
等
の
美
し
さ
、
再
び
私
は
、
こ
こ
に
キ
ヤ
ピ
ト
ル
の
丘
の
有
名
な
メ
ジ
シ
の
ヴ
イ
ナ

ス
を
持
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
略
）

ロ
ー
マ
市
内
で
見
か
け
る
一
般
婦
人
の
姿
に
し
て
も
、
そ
の
服
飾
は
巴
里
あ
た
り
の
婦
人
の
そ
れ
に
比
べ
て
聊
か
植
民
地
風
で
す

が
、
そ
れ
が
ま
た
肉
附
き
が
よ
く
、
血
色
の
鮮
や
か
な
伊
太
利
女
性
に
は
か
へ
つ
て
ぴ
つ
た
り
と
し
て
ゐ
る
や
う
で
す
。
全
く
美
し

い
。
そ
れ
に
は
つ
ら
つ
と
し
て
ゐ
る
。
何
よ
り
も
細
心
な
身
だ
し
な
み
に
は
感
心
し
ま
す
。

文
中
の
「
オ
ル
ヴ
イ
エ
イ
ト
」
に
つ
い
て
は
、「
独
伊
の
女
性
」
の
章
に
、「
ロ
ー
マ
か
ら
約
三
時
間
、（
略
）
駅
前
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ

ー
で
昇
り
つ
め
た
丘
の
上
で
あ
る
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
に
ゆ
か
り
の
あ
る
古
い
部
落
で
、
有
名
な
ド
ー
ム
風
の
モ
ザ
イ
ク
の
寺
院
が
あ

（
マ
マ
）

り
、
一
体
に
宗
教
的
で
し
づ
か
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
と
お
り
、
女
性
の
美
に
つ
い
て
は
絶
賛
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
フ
ァ
シ
ス
ト
の
女
性
の
美
に
つ
い
て
は
、
注
意
書
き

が
必
要
で
あ
る
。
深
尾
は
「
ロ
オ
マ
便
り
」
の
中
で
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
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ま
づ
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
女
子
青
年
団
の
運
動
競
技
場
を
は
じ
め
と
し
て
、
無
産
者
の
子
女
に
施
す
職
業
教
育
の
設
備
、
放
課
後
の
小

学
校
や
カ
レ
ー
ヂ
の
女
生
徒
を
集
め
て
体
育
や
手
芸
そ
の
他
を
授
け
る
設
備
等
、
い
づ
れ
も
前
に
述
べ
た
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
の
モ
ツ
ト

ー
を
真
髄
と
し
て
、
未
来
に
お
け
る
伊
太
利
の
理
想
の
母
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
努
力
が
遺
憾
な
く
窺
は
れ
ま
し
た
（
略
）

こ
の
よ
う
に
、
特
殊
な
時
代
背
景
を
背
負
っ
た
「
美
」
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

も
う
一
つ
、
こ
の
章
に
は
、
女
性
に
関
し
て
、
興
味
深
い
記
述
が
見
え
る
。
そ
れ
は
、
与
謝
野
晶
子
に
つ
い
て
で
あ
る
。

与
謝
野
晶
子
夫
人
の
有
名
な
こ
と
、
愛
敬
さ
れ
、
憧
憬
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
む
し
ろ
日
本
以
上
で
す
。
何
と
云
ふ
皮
肉
で
せ
う
。

燦
た
る
極
東
の
明
星
！

と
パ
ウ
リ
ツ
チ
侯
も
讃
へ
ら
れ
る
し
、
会
ふ
ほ
ど
の
人
が
ま
づ
マ
ダ
ム
・
ヨ
サ
ノ
・
ア
キ
コ
を
口
に
す

る
。
私
の
鼻
の
高
さ
。
大
詩
人
故
ベ
ル
ト
ラ
メ
リ
が
与
謝
野
夫
人
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
を
見
て
も
、
そ
の
認
識
の
正
確
な
こ
と
驚

く
べ
き
も
の
で
す
。
芸
術
に
国
境
が
無
い
に
し
て
も
、
こ
れ
は
全
く
あ
ま
り
に
皮
肉
な
不
思
議
、
そ
れ
だ
け
に
与
謝
野
夫
人
の
昇
華

力
の
無
比
無
類
を
、
ま
た
改
め
て
讃
へ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
。（
略
）

そ
れ
か
ら
、
日
本
の
若
い
女
性
た
ち
よ
、
ど
う
ぞ
ユ
ニ
ク
な
日
本
女
性
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
し
、
文
化
の
向
上
を
め
て
し
め

真
直
に
頭
を
も
ち
あ
げ
て
下
さ
い
。
伊
太
利
の
若
い
女
性
た
ち
が
、
ど
ん
な
に
強
い
信
念
に
燃
え
て
、
そ
の
一
歩
一
歩
を
誇
ら
し
く

踏
み
し
め
て
ゐ
る
か
、（
略
）

こ
の
と
お
り
、
与
謝
野
晶
子
の
著
名
さ
は
、
日
本
の
若
い
女
性
を
鼓
舞
す
る
こ
と
に
も
形
容
詞
と
し
て
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

女
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深
尾
の
イ
タ
リ
ア
の
訪
問
先
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
は
、「
フ
オ
ル
リ
の
シ
ー
ザ
」
に
長
期
滞
在
し
た
こ
と
。
も

う
一
つ
は
、
帰
る
間
際
に
よ
っ
た
、「
シ
シ
リ
イ
」
の
訪
問
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
目
次
の
と
お
り
、「
旅
情
日
記
」
と

し
て
「
シ
ー
ザ
日
記
」
と
「
シ
シ
リ
イ
小
記
」
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

シ
ー
ザ
に
は
、
特
に
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
。「
シ
ー
ザ
荘
に
て
」
に
「
ム
ツ
ソ
リ
ー
ニ
の
生
れ
故
郷
に
近
い
小
村
」
と
書
か
れ
る
と
お

り
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。「
こ
こ
か
ら
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
離
れ
た
プ
レ
ダ
ピ
オ
の
村
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
そ

こ
の
鍛
冶
屋
の
息
子
に
生
れ
つ
い
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
と
お
り
、
深
尾
の
見
た
イ
タ
リ
ア
は
、
か
な
り
偏
っ
て
い
る
。
た
だ
、
思
い
入

れ
の
理
由
に
は
も
う
一
点
、
彼
女
が
詩
人
で
あ
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。
こ
こ
で
滞
在
し
た
「
ヴ
イ
ラ
・
シ
ー
ザ
」
は
、
亡
き
親
日
家

の
詩
人
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ー
リ
の
元
の
邸
宅
で
、
今
は
そ
の
姉
の
マ
リ
ア
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ー
リ
が
管
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
会
え
た
の
も
、
マ
リ
ア
の
配
慮
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

深
尾
は
こ
の
マ
リ
ア
を
始
め
、
シ
ー
ザ
の
女
性
た
ち
に
つ
い
て
も
多
く
書
い
て
い
る
。「
伊
太
利
の
女
性
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

シ
ー
ザ
に
た
だ
一
軒
の
よ
ろ
づ
屋
の
お
か
み
さ
ん
、
と
云
つ
て
も
と
つ
く
に
五
十
を
過
ぎ
た
年
配
な
が
ら
、
そ
の
美
し
さ
に
は
、

ヴ
イ
ナ
ス
以
上
に
聖
母
に
近
い
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。
ロ
マ
ー
ニ
ヤ
県
の
女
は
一
体
に
聖
母
型
で
あ
る
。
外
気
で
鍛
へ
ら
れ
た
彼
女
等

の
美
し
さ
は
、
黒
木
綿
の
労
働
著
に
包
ま
れ
て
ゐ
て
も
光
つ
て
ゐ
る
。（
略
）

す
ん
な
り
と
し
た
姿
で
自
転
車
を
走
ら
せ
る
ロ
マ
ー
ニ
ヤ
娘
た
ち
、
私
は
あ
ん
な
に
も
美
し
い
田
舎
娘
を
見
た
こ
と
が
無
い
。

（
略
）

結
局
、
美
し
き
も
の
、
情
熱
に
燃
ゆ
る
も
の
、
生
活
苦
を
越
え
て
伸
び
ゆ
く
も
の
、
伊
太
利
の
女
性
、
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
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ま
た
、「
再
び
伊
太
利
よ
り
」
の
章
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
え
る
。

私
の
眼
は
、
裏
門
（
シ
ー
ザ
荘
の
│
│
引
用
者
注
）
を
出
た
と
こ
ろ
の
、
灌
漑
用
の
貯
水
場
を
見
つ
め
た
儘
釘
附
け
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
か
な
り
深
く
、
大
き
な
セ
メ
ン
ト
の
円
い
水
盤
な
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
折
か
ら
カ
ツ
カ
と
照
り
つ
け
る
午
後
の
陽

ニ
ム
フ

に
半
裸
体
を
燃
や
し
な
が
ら
、
附
近
の
娘
た
ち
が
妖
精
沐
浴
の
図
を
現
実
に
描
い
て
ゐ
る
の
で
し
た
。
園
丁
の
娘
ジ
ユ
リ
ア
ー
ナ
を

（

マ

マ

）

中
心
に
、
い
づ
れ
も
十
八
九
か
ら
二
十
二
三
の
娘
か
ば
り
が
五
六
人
、
た
が
ひ
に
奔
放
な
ポ
ー
ズ
で
、
水
を
か
け
合
ふ
や
ら
、
抱
き

ニ
ム
フ

合
つ
て
を
ど
る
や
ら
、
歌
ふ
や
ら
、
さ
て
は
飛
び
込
み
の
真
似
を
す
る
や
ら
で
、（
略
）
思
ひ
き
り
若
さ
に
生
き
ぬ
く
妖
精
た
ち
の

姿
と
、
そ
れ
を
鎧
扉
の
す
き
か
ら
垣
間
見
る
私
の
姿
と
を
、
か
り
に
も
比
べ
て
見
る
勇
気
を
私
は
と
て
も
持
合
せ
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
は
、
間
接
的
な
が
ら
、
自
分
と
い
う
日
本
の
女
性
と
の
比
較
を
通
じ
て
の
、
女
性
の
あ
り
方
の
違
い
へ
の
素
直
な
驚
き
が
見
え

る
。
や
は
り
深
尾
は
、
女
性
に
強
く
興
味
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
他
、
例
え
ば
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、「
そ
の
前
後
」
に
次
の
よ
う
な
長
期
滞
在
者
の
視
線
を
感
じ
る
記
述
が
見
え
る
。

コ
ン
ド
ツ
テ
イ
の
通
り
、
と
い
へ
ば
、
古
今
芸
術
家
の
博
物
館
、
と
で
も
名
づ
け
た
い
ほ
ど
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
的
画
家
や
文
学

者
、
さ
て
は
音
楽
家
の
筆
蹟
や
肖
像
写
真
で
壁
を
埋
め
た
古
い
カ
フ
エ
・
グ
レ
コ
が
あ
り
、
ま
た
伊
太
利
名
物
の
レ
ン
チ
人
形
の
売

店
そ
の
他
、
仏
蘭
西
物
や
英
国
物
の
高
価
品
を
ざ
ら
に
飾
つ
て
ゐ
る
高
級
な
店
が
並
ん
だ
り
し
て
ゐ
て
、
ロ
オ
マ
で
の
一
等
シ
ツ
ク

な
商
店
街
で
あ
る
。

女
性
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視
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自
ら
「
貧
し
い
寡
婦
の
ひ
と
り
旅
」
と
呼
ん
だ
こ
の
や
や
長
い
イ
タ
リ
ア
滞
在
の
な
か
で
、
女
性
詩
人
「
ビ
ア
ン
カ
・
カ
フ
ア
ロ
」

や
、
ヴ
ィ
ラ
・
シ
ー
ザ
の
女
主
人
「
マ
リ
ア
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
リ
」
な
ど
、
女
性
た
ち
と
の
親
身
な
交
友
は
特
記
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
寂
し
さ
を
感
じ
る
「
ひ
と
り
旅
」
の
中
で
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
の
印
象
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
彼
女
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
記
は
、
彼
女
の
イ
タ
リ
ア
女
性
記
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
旅
行
の
も
う
一
つ
の
成
果
で
あ
る
、
深
尾
の
『
ロ
オ
マ
の
泉
』（
新
興
亜
社
、
一
九
四
一
年
）
の
イ
タ
リ
ア
関
係
の
記
事
目
次
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ロ
オ
マ
の
泉

ロ
オ
マ
の
泉

ロ
オ
マ
の
薔
薇

永
遠
の
故
郷

イ
タ
リ
ヤ
の
田
舎

偉
人
の
手

地
中
海
と
イ
タ
リ
ヤ

ロ
オ
マ
か
ら

パ
リ
・
挽
歌

地
球
は
廻
る
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フ
ラ
ン
ス
を
憶
ふ

地
中
海
の
水

海
・
断
想

帰
朝
報
告

記
事
は
『
旅
情
記
』
と
同
じ
よ
う
な
内
容
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ト
の
町
の
女
子
体
育
大
学
」
に
つ
い
て
、

「
ロ
オ
マ
か
ら
」
の
章
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

既
に
一
ケ
月
の
ロ
オ
マ
滞
在
で
、
私
は
イ
タ
リ
ヤ
の
若
い
母
性
の
立
場
を
も
熱
心
に
見
せ
て
貰
ひ
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ヤ
の
未
来
の

妻
で
あ
り
、
母
で
あ
る
彼
女
等
を
集
め
て
、
精
神
的
に
、
肉
体
的
に
、
理
想
的
訓
練
を
施
さ
う
と
す
る
フ
ァ
ツ
シ
ス
ト
の
設
備
は
、

実
に
完
備
の
極
致
で
あ
り
ま
す
。
大
理
石
づ
く
め
の
立
派
な
建
物
は
一
見
科
学
と
美
の
殿
堂
で
あ
り
、
そ
こ
に
収
容
さ
れ
て
ゐ
る
若

い
女
性
た
ち
は
、
い
づ
れ
も
「
信
ぜ
よ
、
服
従
せ
よ
、
戦
へ
」
と
云
ふ
フ
ア
ツ
シ
ス
ト
の
信
条
と
、「
美
の
無
き
と
こ
ろ
に
文
化
無

し
」
の
ム
ツ
ソ
リ
ー
ニ
統
帥
の
言
葉
と
を
精
神
の
糧
と
し
て
、
健
康
餤
剌
た
る
、
そ
し
て
美
し
い
動
き
を
見
せ
て
を
り
ま
す
。
そ
れ

は
全
く
眩
し
い
く
ら
ゐ
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
や
や
少
し
行
き
過
ぎ
の
感
も
す
る
。「
帰
朝
報
告
」
に
も
、
次
の
よ
う
な
勇
ま
し
い
言
葉
が
見
え
る
。

女
性
の
視
線
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た
と
へ
ば
、
私
が
イ
タ
リ
ヤ
の
ロ
オ
マ
で
見
ま
し
た
全
国
女
性
行
進
の
中
に
は
、
鉄
砲
隊
や
戦
車
隊
、
そ
れ
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
帽
を

被
り
、
銃
を
肩
に
し
た
一
隊
も
あ
る
く
ら
ゐ
で
、
特
に
イ
タ
リ
ヤ
の
若
い
婦
人
の
間
に
は
、
さ
う
し
た
動
き
が
、
い
つ
そ
華
や
か
な

と
云
ふ
形
容
を
被
せ
た
い
く
ら
ゐ
餤
剌
た
る
傾
向
を
見
せ
て
を
り
ま
す
。
さ
う
し
た
身
心
の
鍛
錬
は
、
ま
た
一
方
明
日
の
イ
タ
リ
ヤ

が
必
要
と
す
る
理
想
の
母
を
目
ざ
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
若
い
婦
人
た
ち
の
健
康
な
こ
と
、

張
り
き
つ
て
ゐ
る
こ
と
、
一
見
火
花
を
感
じ
る
く
ら
ゐ
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
時
代
の
あ
ま
り
に
偏
っ
た
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
婦
人
た
ち
の
「
餤
剌
」
さ
へ
の
羨
望
は
、
そ
の

時
代
性
を
取
り
除
い
て
も
、
日
本
女
性
と
の
対
比
か
ら
残
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
彼
女
も
や
は
り
、
女
性
の
立
場
か
ら
、
日
本
女
性
の
現

状
を
相
対
化
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

野
上
弥
生
子

野
上
弥
生
子
は
昭
和
一
三
年
の
秋
か
ら
翌
昭
和
一
四
年
の
冬
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
三
九
年
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
訪
れ
、
イ
タ
リ
ア
に
は
、
一
九
三
八
年
一
一
月
に
着
い
て
か
ら
の
約
一
ヵ
月
間
と
、
一
九
三
九
年
五
月
と
、
二
度
訪
れ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
も
書
い
た
と
お
り
で
あ
る
。
彼
女
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
に
は
、
そ
こ
に
息
子
素
一
が
留
学
中
で
も
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
母
親
の
顔
が
覗
く
。

先
の
深
尾
須
磨
子
の
『
旅
情
記
』
の
「
ロ
オ
マ
便
り
」
の
冒
頭
に
は
、「
五
月
十
日
、
ロ
ー
マ
に
て
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
章
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の
最
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
言
葉
が
見
え
る
。

今
日
あ
た
り
、
野
上
弥
生
子
夫
人
も
、
夫
君
野
上
博
士
と
共
に
ロ
ー
マ
に
来
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
思
ひ
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
、
夫
人

に
お
会
ひ
出
来
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
日
付
か
ら
見
て
、
一
九
三
九
年
五
月
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
は
深
尾
は
、
野
上
弥
生
子
と
会
え
る
こ
と
を
嬉
し
い
と
書
き
な
が

ら
、
そ
こ
に
は
や
や
複
雑
な
心
境
が
交
じ
っ
て
い
た
。
同
じ『
旅
情
記
』の「
シ
ー
ザ
荘
に
て
」に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

ロ
ー
マ
や
巴
里
で
は
、
ち
よ
つ
と
野
上
女
史
に
お
邂
ひ
し
ま
し
た
が
、
夫
君
の
博
士
と
御
一
緒
で
、
そ
れ
に
息
子
さ
ん
ま
で
が
お

い
で
に
な
つ
て
い
ろ
い
ろ
と
世
話
を
し
て
い
ら
つ
し
や
る
。
伯
林
で
、
こ
れ
も
ち
よ
つ
と
お
目
に
か
か
つ
た
吉
岡
弥
生
女
史
、
そ
れ

が
ま
た
息
子
さ
ん
と
御
同
道
で
、
い
か
に
も
ゆ
つ
た
り
と
し
た
御
様
子
、
と
い
つ
た
次
第
で
、
さ
す
が
孤
独
に
慣
れ
た
私
も
、
思
は

ず
指
を
く
は
へ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
笑
は
な
い
で
下
さ
い
。
全
く
笑
ひ
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
苦
し
さ
は
…
…
。

こ
の
記
述
に
は
、
深
尾
の
一
人
旅
の
寂
し
さ
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、
逆
に
い
え
ば
、
野
上
弥
生
子
の
そ
れ
が
、
人
に
羨
ま
れ
る
よ
う
な

旅
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。

野
上
弥
生
子
『
欧
米
の
旅
』
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
年
）
の
記
述
に
は
、
母
親
ま
た
は
女
性
と
し
て
の
視
線
が
頻
出
す
る
。
た
と

え
ば
野
上
は
息
子
を
Ｓ
の
頭
文
字
で
、
た
び
た
び
登
場
さ
せ
る
。
一
九
三
九
年
五
月
一
六
日
の
項
に
は
、「
ま
る
五
ヶ
月
ぶ
り
で
も
う
一

女
性
の
視
線

―２２―



度
ロ
ー
マ
に
来
た
。
Ｓ
に
再
び
逢
へ
る
の
は
う
れ
し
い
。」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
記
述
は
あ
っ
さ
り
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
地
で
は
通
訳
も
兼
ね
る
Ｓ
こ
と
素
一
に
頼
り
き
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

ま
た
、
深
尾
と
同
時
期
に
イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
た
に
し
て
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
お
よ
び
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
、
実
に
冷
静
な
観
察
を
し

て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
次
は
「
ナ
ポ
リ
か
ら
ロ
ー
マ
へ
」
の
一
節
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
で
暮
ら
し
て
、
わ
け
て
も
イ
タ
リ
ア
人
そ
の
も
の
に
陽
気
に
な
る
な
と
云
ふ
の
は
、
マ
カ
ロ
ニ
を
食
べ
る
な
と
命
じ
る

の
と
同
じ
く
ら
ゐ
困
難
な
こ
と
ら
し
い
。（
略
）

義
務
教
育
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
政
府
に
な
つ
て
か
ら
は
力
を
入
れ
て
は
ゐ
る
が
、
女
中
や
下
男
で
文
字
を
解
し
な
い
の
は
沢
山
あ

り
、
新
聞
も
み
ん
な
に
は
読
ま
れ
な
い
有
様
な
が
ら
、
こ
の
欠
陥
を
償
つ
て
、
文
化
的
に
も
、
政
治
的
に
も
彼
ら
を
訓
練
し
て
、

『
ア
ノ
イ
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
』
と
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
広
場
で
叫
ば
せ
る
ま
で
に
仕
上
げ
る
の
は
、
街
頭
の
、
珈
琲
店
の
、
酒
場
の
、
ま
た

近
所
づ
き
あ
ひ
の
高
調
子
の
会
話
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
彼
ら
の
さ
か
ん
な
舌
の
交
換
は
、
そ
の
舌
で
た
く
し
込
む
毎
日
の
マ
カ

ロ
ニ
と
と
も
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
や
は
り
、
公
私
に
わ
た
り
深
尾
と
は
や
や
違
う
視
線
と
い
え
よ
う
か
。

た
だ
し
旅
程
は
よ
く
似
て
い
た
。
た
と
え
ば
野
上
も
ま
た
、
深
尾
と
同
様
、「
シ
チ
リ
ア
」
を
訪
れ
た
。「
シ
ラ
ク
ー
サ
」
で
は
同
じ

「
オ
テ
ル
・
エ
ト
ラ
ン
ゼ
」
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
イ
タ
リ
ア
へ
の
視
線
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
が
、
旅
を
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
、

同
じ
視
線
を
共
有
し
た
の
で
あ
る
。
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